


 



は し が き 

 

 

国勢調査をはじめとする各種の統計調査は、県民の皆様のご協力のもと、人口・

世帯、企業活動、就業状況、家計、物価など多岐にわたって行われており、その調

査結果は、地域の実態把握、各種の計画策定や個別の行政運営などに幅広く利用さ

れています。 

こうした各種の統計調査結果をもとに、神奈川県では、全国における本県の順位

を整理するものとして「ランキングかながわ」を平成20年度に初めて作成し、その

後、姉妹編として「ランキングかながわ（地域編）」や「統計指標でみる神奈川

（時系列編）」を作成しています。 

このたび、「統計指標でみる神奈川（時系列編）」について、平成22年10月に実

施された国勢調査の結果をはじめ最新の統計指標を取り入れ、３年ぶりに発刊する

ことになりました。  

今回の内容をみますと、例えば、本県の総人口に占める65歳以上の老年人口割合

と14歳以下の年少人口割合の推移において、昭和40(1965)年は老年人口割合がわず

か4.4％である一方、年少人口割合が23.4％であったものが、平成22(2010)年には

老年人口割合が20.2％、年少人口割合が13.2％と、逆転していることがわかりま

す。 

また、公共下水道人口普及率は、昭和45(1970)年度にはわずか14.0％であったも

のが、およそ40年を経過した平成23(2011)年度には95.9％に達しています。このほ

か、交通事故件数は、平成13(2001)年の6万9097件から平成23(2011)年には3万8800

件と大きく減少していることがわかります。 

この冊子では、統計指標や統計用語の解説を記載するとともに、統計に関するク

イズを掲載するなど、わかりやすく親しみやすい内容としておりますので、広く県

民・企業の方々に、改めて神奈川県の状況をみていただくとともに、統計を一層ご

活用いただきたいと考えております。 

最後に、本冊子の作成にあたり統計指標を引用させていただきました関係機関の

皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

平成25年９月 

                                            神奈川県統計センター所長 

                                                  白井 善裕 
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1-01，1-03，1-04 
 １）各年１月１日現在の数値。 

 ２）国勢調査結果を基礎とし、住民基本台帳法、外国人登録

法及び戸籍法の定めによる届出を加減して算出している。 

 

 

 

 

1-01～1-04

1-02 

 １）2013年は１月１日現在、他年は10月１日現在の数値。 
 ２）人口密度＝総人口／総面積(k㎡) 

 ３）総面積は全国都道府県市区町村別面積調[国土地理院]によ

る。 

 （1-01 総人口） 

 （1-02 人口密度） 
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（1-02 神奈川県人口統計調査[年間集計結果]、国勢調査)

 神奈川県の総人口は2009年７月に900万人を超

え、2013年１月１日現在では907万2533人（男性454万3244

人、女性452万9289人）です。 

 ３年前の2010年１月１日より6万4401人（0.7％）増加

し、2005年１月１日より32万3802人（3.7％）増加してい

ます。 

指標 

１．人口 

総人口 用語 

総人口 

 日本国内に常住している全人口（外国人を含む）のこ

とで、一般的に人口といえば総人口のことをいいます。 

 なお、外国人のうち外国政府の外交使節団・領事機関

の構成員や外国軍隊の軍人・軍属及びその家族は除きま

す。 

                   907万2533 人
人口密度  

 2013年１月１日現在の神奈川県の人口密度は

3755人/k㎡です。 

 43年前の1970年10月１日現在の2295人/k㎡の約1.6倍と

なっています。 

指標 

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]]

[国勢調査] 

この統計は 

人口密度（総面積１k㎡当たりの人口） 用語 

人口密度＝総人口／総面積 

                 3755人/k㎡ 

 2013年１月１日現在の神奈川県の世帯数は、390

万6589世帯です。43年前の1970年１月１日現在の146万

9259世帯の約2.7倍となっており、推移をみると増加傾向

にあります。 

 

  一方、１世帯当たりの人員は2.32人です。こちらは、

1970年１月１日現在の3.60人より1.28人減少しており、

推移をみると減少傾向にあります。 

指標 

世帯数                 390万6589世帯

１世帯当たり人員 用語 

  １世帯当たり人員＝総人口／世帯数 

１世帯当たり人員           2.32人 

神奈川県の人口の推移   

 本県の人口は、1902年に100万人になり、37年後の

1939年に200万人と倍増し、その後太平洋戦争を挟み

17年後の1956年12月に300万人となりました。 
1960年頃からは、県内への労働者の転入等により人

口が急激に増 加し、400万人に は７年（1963年12

月）、500万人には４年９か月（1968年９月）、600万

人には４年８か月（1973年５月）で到達しました。 
 その後、本県の人口増加は徐々に緩やかなものにな
り、700万人には、８年２か月（1981年７月）を要

し、800万人には、９年７か月（1991年２月）を要し

ています。 

 そして、バブル経済の終焉とともに人口増加は、一

段と緩やかなものとなり、800万人到達から18年５か
月後の、2009年７月で900万人を超えました。 

 

  

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]] 

 

この統計は 

神奈川県の人口が大台に達した年月等   

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]]

 

この統計は 

国勢調査 [総務省統計局] 
公表周期：５年ごと 

 全世帯調査により日本の人口などを確

定する最も基本的な統計調査です。 

国勢調査  

人口 100万人 200万人 300万人 400万人 500万人 600万人 700万人 800万人 900万人

1902年 1939年 1956年12月 1963年12月 1968年９月 1973年５月 1981年７月 1991年２月 2009年７月

（明治35年）（昭和14年）（昭和31年）（昭和38年）（昭和43年）（昭和48年）(昭和56年)（平成３年）(平成21年)

前到達年から

の所要年数
― 37年 17年 ７年 ４年９か月４年８か月８年２か月９年７か月 18年５か月

到達年

神奈川県人口統計調査[年間集計結果] [県統計センター] 
公表周期：毎年 

  県の人口と世帯は月次で公表されますが､その年間合計が年間

集計結果になります。年間の人口増減とその要因がわかりま

す。 

神奈川県人口統計調査[年間集計結果] 

▼本書の利用方法 

Ａ.統計指標の名称と神奈川県の値 

Ｂ.

統
計
指
標
の
解
説
、
用
語
の
説
明 

Ｅ．統計数値とグラフ 

● 本書は、見開きページの左側に統計指標の

解説を掲載し、右ページに時系列の統計数

値とグラフを掲載しています。 
 

Ａ．統計指標の名称と神奈川県の値 

 左ページの統計指標の名称は、右ページの

統計数値とグラフに対応しています。指標

には一つずつ番号を振ってあり、同じ番号

の統計数値・グラフと対応しています。 

 例：[1-01]  

 名称に続けて掲載している数値は当冊子

における神奈川県の直近の値です。 
 

Ｂ．統計指標の解説、用語の説明 

統計指標の時系列数値について解説

をしています。 

統計指標の基となった統計

調査等の名称を掲載しています。 

統計指標やその解説で用いた用語の

説明をしています。 

Ｃ．関連する情報や表    

  統計指標に関する、より詳しい説明や

表などを掲載しています。 
 

Ｄ．このページで利用している統計調査の

情報    

  統計調査の公表周期やその調査の特色など

を掲載しています。 

  なお、所管所属は統計調査時点等のもの

です。 
 

Ｅ．統計数値とグラフ    

  統計数値とグラフは時系列で表記して

おり、ページ下に注釈を設けています。 

 

   

この統計は 

用語 

Ｃ.

関
連
す
る
情
報
や
表 

指標 

Ⅳ 

Ｄ．このページで利用している統計調査の情報 



▼利用上の注意 

採用した統計指標について 

● 本書に掲載した統計指標は、各指標の統計

調査結果を基に編集しました。 

● 掲載データの時点は統計指標によって異な

ります。時点は注釈、解説などに掲載して

います。 

 

統計指標の解説等の数値表記について 

● 解説やクイズ等の統計指標の数値は、単位

未満を適宜端数処理して表記しているもの

があります。 

 

時系列グラフ等の年表記について 

● 時系列グラフや統計指標の解説の年表記は

原則として西暦で表記しています。西暦和暦

早見表を右に掲載していますので、適宜

ご参照ください。 

 

 統計情報の時点について 

● 本書においては、原則として平成25年５月

１日現在までに得られた情報を基に作成し

ています。 

Ⅴ 

西暦 元号 西暦 元号

1945年 昭和20年 1979年 昭和54年

1946年 昭和21年 1980年 昭和55年

1947年 昭和22年 1981年 昭和56年

1948年 昭和23年 1982年 昭和57年

1949年 昭和24年 1983年 昭和58年

1950年 昭和25年 1984年 昭和59年

1951年 昭和26年 1985年 昭和60年

1952年 昭和27年 1986年 昭和61年

1953年 昭和28年 1987年 昭和62年

1954年 昭和29年 1988年 昭和63年

1955年 昭和30年 1989年 平成元年

1956年 昭和31年 1990年 平成　2年

1957年 昭和32年 1991年 平成　3年

1958年 昭和33年 1992年 平成　4年

1959年 昭和34年 1993年 平成　5年

1960年 昭和35年 1994年 平成　6年

1961年 昭和36年 1995年 平成　7年

1962年 昭和37年 1996年 平成　8年

1963年 昭和38年 1997年 平成　9年

1964年 昭和39年 1998年 平成10年

1965年 昭和40年 1999年 平成11年

1966年 昭和41年 2000年 平成12年

1967年 昭和42年 2001年 平成13年

1968年 昭和43年 2002年 平成14年

1969年 昭和44年 2003年 平成15年

1970年 昭和45年 2004年 平成16年

1971年 昭和46年 2005年 平成17年

1972年 昭和47年 2006年 平成18年

1973年 昭和48年 2007年 平成19年

1974年 昭和49年 2008年 平成20年

1975年 昭和50年 2009年 平成21年

1976年 昭和51年 2010年 平成22年

1977年 昭和52年 2011年 平成23年

1978年 昭和53年 2012年 平成24年

西暦和暦早見表 


